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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第64期
第３四半期
連結累計期間

第65期
第３四半期
連結累計期間

第64期
第３四半期
連結会計期間

第65期
第３四半期
連結会計期間

第64期

会計期間

自　平成22年
　　１月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成23年
　　１月１日
至　平成23年
　　９月30日

自　平成22年
　　７月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成23年
　　７月１日
至　平成23年
　　９月30日

自　平成22年
　　１月１日
至　平成22年
　　12月31日

売上高 (千円) 28,468,09829,064,3517,685,6077,963,37437,768,882

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) 33,386 460,986△300,000 58,327 520,402

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) 18,037 187,417△168,331△25,778 295,060

純資産額 (千円) ― ― 20,574,56120,890,80220,903,700

総資産額 (千円) ― ― 28,722,37729,883,01630,152,087

１株当たり純資産額 (円) ― ― 747.86 759.21 759.83

１株当たり四半期(当期)純
利益金額又は四半期純損失
金額(△)

(円) 0.66 6.91 △6.20 △0.95 10.86

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 70.7 68.9 68.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,973,6952,880,400 ― ― 463,950

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △512,455△141,112 ― ― △356,276

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △273,054△644,634 ― ― △152,199

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,294,7083,156,6511,061,997

従業員数 (名) ― ― 1,554 1,642 1,645

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していな

い。

２　売上高には、消費税等は含まれていない。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第64期第３四半期連結累計期間、第65期第３

四半期連結累計期間及び第64期は潜在株式が存在しないため記載していない。

また、第64期第３四半期連結会計期間及び第65期第３四半期連結会計期間については１株当たり四半期純損

失であり、また潜在株式が存在しないため記載していない。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はない。

また、主要な関係会社についても異動はない。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年９月30日現在

従業員数(名)
1,642
（186）

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は( )内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してい

る。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年９月30日現在

従業員数(名)
1,097
(56)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は( )内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載している。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 受注実績
　

セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日)

(百万円)

前年同四半期比（％）

建設事業 7,599 ─

販売事業 865 ─

不動産関連事業 0 ─

その他 226 ─

合計 8,691 ─

　
(2) 売上実績

　

セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日)

(百万円)

前年同四半期比（％）

建設事業 6,871 ─

販売事業 865 ─

不動産関連事業 0 ─

その他 226 ─

合計 7,963 ─

(注) １　当社グループでは建設事業以外は受注生産を行っていない。

２　当社グループでは生産実績を定義することが困難であるため、「生産の状況」は記載していない。

３　売上高総額に対する割合が100分の10以上の相手先別の売上高及びその割合は、次のとおりである。
　

相手先

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日)

金額(百万円) 割合(％) 金額(百万円) 割合(％)

西日本電信電話㈱ 4,446 57.8 5,043 63.3

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等、または前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はない。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われていない。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、本年３月に発生した東日本大震災と震災に起因する

電力供給の制約など厳しい経営環境が続くなか、サプライチェーンの立て直しにより生産は回復の兆し

が現れ、個人消費にも持ち直しの動きが見られるものの、低調な公共投資や厳しい雇用環境など、依然と

して景気の先行きは不透明な状況で推移している。

　情報通信分野においては、ユビキタスネットワーク社会の実現に向け、光アクセスを活用したブロード

バンドサービスのほか、スマートフォンやクラウド型システム等の新たな情報通信サービスの展開など、

サービスの高度化・多様化がさらに進展している。　

　このような状況のもと、受注高は86億91百万円（前年同期比81.3％）、売上高は前年同期と比べ販売事

業の減少はあるものの、建設事業の増加により79億63百万円（前年同期比103.6％）となった。

　損益面については、工事施工体制の見直しによる費用の発生等により完成工事原価が一時的に悪化し営

業損失となった前年同期に比べ、完成工事高の増加等による完成工事総利益の増加や販売費及び一般管

理費の減少により、営業利益は９百万円（前年同期は営業損失３億39百万円）、経常利益は58百万円（前

年同期は経常損失３億円）、四半期純損失は25百万円（前年同期は四半期純損失１億68百万円）となっ

た。

　当第３四半期連結累計期間では、受注高255億23百万円（前年同期比86.2％）、売上高290億64百万円

（前年同期比102.1％）、営業利益２億43百万円（前年同期は営業損失２億４百万円）、経常利益４億60

百万円（前年同期は経常利益33百万円）、四半期純利益１億87百万円（前年同期は四半期純利益18百万

円）となった。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりである。

　

（建設事業）

ブロードバンドサービス関連投資や既存設備の取替等のインフラ設備工事等の受注高は75億99百万

円、完成工事高は68億71百万円、営業利益は91百万円となり、当第３四半期連結累計期間の受注高は222

億74百万円、完成工事高は258億15百万円、営業利益は５億49百万円となった。

（販売事業）

OA機器及びソフトウェアや、各種キャンペーンにおける販売活動に取り組んだ結果、受注高・売上高

は８億65百万円、営業利益は49百万円となり、当第３四半期連結累計期間の受注高・売上高は24億75百

万円、営業利益は38百万円となった。

（不動産関連事業）

不動産関連事業の受注高・売上高は0百万円、営業損失は１百万円となり、当第３四半期連結累計期

間の受注高・売上高は81百万円、営業利益は47百万円となった。

（その他）

警備・運送・リース業の受注高・売上高は２億26百万円、営業利益は８百万円となり、当第３四半期

連結累計期間の受注高・売上高は６億92百万円、営業利益は28百万円となった。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて２億69百万円減少し298億83百

万円となった。流動資産は、前連結会計年度末に比べて３億60百万円減少し136億85百万円となった。こ

れは主に、現金預金が20億94百万円増加し、受取手形・完成工事未収入金等が10億38百万円、未成工事

支出金が12億62百万円減少したことなどによるものである。固定資産は、前連結会計年度末に比べて91

百万円増加し161億97百万円となった。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて２億56百万円減少し89億92

百万円となった。流動負債は、前連結会計年度末に比べて６億80百万円減少し48億58百万円となった。

これは主に、未払消費税等が１億22百万円増加し、支払手形・工事未払金等が７億82百万円減少したこ

となどによるものである。固定負債は、前連結会計年度末に比べて４億24百万円増加し41億33百万円と

なった。これは主に、リース債務が２億40百万円、退職給付引当金が２億１百万円増加したことなどに

よるものである。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて12百万円減少し、208億90

百万円となった。これは主に、当四半期純利益１億87百万円、配当金２億17百万円の支払によるもので

ある。
　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第２四半期

連結会計期間末に比べ11億99百万円減少し、31億56百万円となった。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において営業活動により使用した資金は11億28百万円（前年同期は８億

64百万円）となった。

　これは、主に、未成工事支出金の増加による支出が７億９百万円、売上債権の増加による支出が３億76

百万円、減価償却費が１億80百万円となったことによるものである。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において投資活動により使用した資金は２百万円（前年同期は２億円）

となった。

　これは、無形固定資産の取得による支出が２百万円となったことなどによるものである。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において財務活動により使用した資金は68百万円（前年同期は18百万円

の資金獲得）となった。

　これは、長期借入金の返済による支出が13百万円となったことなどによるものである。
　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はない。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は18百万円である。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更はない。

　また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はない。

　なお、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設について完了したものは次のとおり

である。

　

会社名
事業所名
（所在地）

セグメント
の名称

設備の内容
投資額
（千円）

完了年月

提出会社
倉敷工事事務所
（岡山県倉敷市）

建設事業
事業所用建物
及び構築物

160,311
平成23年　
９月
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,559,91829,559,918
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数
1,000株

計 29,559,91829,559,918― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項なし。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月30日 ─ 29,559 ─ 2,324,732─ 1,461,738

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握していな

い。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記

載することができないことから、直前の基準日(平成23年６月30日)に基づく株主名簿による記載をして

いる。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

2,426,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

26,886,000
26,886 ―

単元未満株式
普通株式

247,918
― ―

発行済株式総数 29,559,918― ―

総株主の議決権 ― 26,886 ―

(注)　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式207株が含まれている。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ソルコム

広島市中区南千田東町
２番32号

2,426,000 ― 2,426,0008.20

計 ― 2,426,000 ― 2,426,0008.20

(注)　当第３四半期会計期間末の自己名義所有株式数は、2,426,000株である。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
　１月 　２月

　
 ３月 　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 203 205 203 198 193 205 214 193 191

最低(円) 193 197 143 181 184 184 191 176 177

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものである。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりである。

　

役職の異動

　

氏名 新役名 新職名 旧役名 旧職名 異動年月日

中澤　昌保

常務取締役
ＩＴ事業本部長　兼
ＩＴ事業本部　　　　　　　　　　
　　　　　　システム開発部長

常務取締役 ＩＴ事業本部長 平成23年５月１日

常務取締役 ＩＴ事業本部長 常務取締役
ＩＴ事業本部長　兼　　　　　
　　ＩＴ事業本部　　　　　　　　
　　システム開発部長

平成23年８月１日
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」

(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載している。

　なお、前第３四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び前第３四半期連結累

計期間(平成22年１月１日から平成22年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第

３四半期連結会計期間(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平

成23年１月１日から平成23年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してい

る。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成22年７月１

日から平成22年９月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成23年７月１日から平成23年９月30日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成23年１月１日から平成23年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,136,508 1,041,773

受取手形・完成工事未収入金等 5,013,772 6,051,870

有価証券 20,142 20,224

商品 308,635 293,560

仕掛品 12,415 37,491

材料貯蔵品 87,061 61,679

未成工事支出金 4,099,950 5,362,197

その他のたな卸資産 420,180 443,961

繰延税金資産 228,683 240,449

その他 369,098 504,511

貸倒引当金 △11,314 △12,140

流動資産合計 13,685,133 14,045,579

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） ※１
 3,527,932

※１
 3,519,089

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） ※１
 374,907

※１
 457,381

土地 6,857,373 6,857,373

リース資産（純額） ※１
 710,642

※１
 437,862

有形固定資産合計 11,470,855 11,271,707

無形固定資産 191,518 241,527

投資その他の資産

投資有価証券 3,164,082 3,145,781

繰延税金資産 1,142,083 1,218,331

その他 348,222 349,694

貸倒引当金 △118,879 △120,534

投資その他の資産合計 4,535,508 4,593,272

固定資産合計 16,197,882 16,106,507

資産合計 29,883,016 30,152,087
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,856,614 3,639,463

短期借入金 191,271 424,519

リース債務 168,516 111,684

未払法人税等 105,158 107,112

未払消費税等 196,103 73,129

未払費用 110,985 55,847

未成工事受入金 432,730 692,730

完成工事補償引当金 6,314 5,775

賞与引当金 334,954 68,684

役員賞与引当金 1,875 2,500

工事損失引当金 11,879 7,100

その他 442,287 350,684

流動負債合計 4,858,690 5,539,232

固定負債

長期借入金 84,495 116,436

リース債務 596,044 355,248

退職給付引当金 3,236,545 3,034,724

役員退職慰労引当金 199,675 184,297

その他 16,763 18,446

固定負債合計 4,133,523 3,709,154

負債合計 8,992,214 9,248,387

純資産の部

株主資本

資本金 2,324,732 2,324,732

資本剰余金 1,462,370 1,462,370

利益剰余金 17,361,180 17,390,851

自己株式 △653,479 △652,838

株主資本合計 20,494,805 20,525,117

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 104,809 93,774

評価・換算差額等合計 104,809 93,774

少数株主持分 291,187 284,808

純資産合計 20,890,802 20,903,700

負債純資産合計 29,883,016 30,152,087
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
 至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年９月30日)

売上高

完成工事高 24,462,446 25,815,299

兼業事業売上高 4,005,652 3,249,052

売上高合計 28,468,098 29,064,351

売上原価

完成工事原価 23,644,561 24,601,595

兼業事業売上原価 3,396,622 2,621,387

売上原価合計 27,041,183 27,222,982

売上総利益

完成工事総利益 817,884 1,213,704

兼業事業総利益 609,030 627,664

売上総利益合計 1,426,914 1,841,369

販売費及び一般管理費 ※１
 1,631,470

※１
 1,597,384

営業利益又は営業損失（△） △204,555 243,984

営業外収益

受取利息 2,990 2,609

受取配当金 57,804 48,840

受取賃貸料 136,662 132,142

持分法による投資利益 15,364 5,423

その他 34,971 37,669

営業外収益合計 247,792 226,685

営業外費用

支払利息 7,485 6,565

その他 2,364 3,117

営業外費用合計 9,850 9,683

経常利益 33,386 460,986

特別利益

固定資産売却益 3,619 2,494

役員退職慰労引当金戻入額 － 2,280

投資有価証券売却益 18,600 －

その他 3,191 －

特別利益合計 25,411 4,774

特別損失

固定資産除却損 1,785 6,786

固定資産売却損 27 52

固定資産処分損 － 20,589

投資有価証券評価損 2,319 15,219

ゴルフ会員権評価損 500 1,750

貸倒引当金繰入額 1,000 －

その他 1,712 156

特別損失合計 7,344 44,555

税金等調整前四半期純利益 51,453 421,206
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
 至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年９月30日)

法人税、住民税及び事業税 97,273 154,763

法人税等調整額 △69,802 69,819

法人税等合計 27,471 224,583

少数株主損益調整前四半期純利益 － 196,623

少数株主利益 5,945 9,205

四半期純利益 18,037 187,417
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
 至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年７月１日
 至 平成23年９月30日)

売上高

完成工事高 6,561,456 6,871,385

兼業事業売上高 1,124,150 1,091,988

売上高合計 7,685,607 7,963,374

売上原価

完成工事原価 6,569,481 6,577,214

兼業事業売上原価 939,101 880,948

売上原価合計 7,508,582 7,458,163

売上総利益

完成工事総利益又は完成工事総損失（△） △8,024 294,171

兼業事業総利益 185,049 211,039

売上総利益合計 177,025 505,211

販売費及び一般管理費 ※１
 516,525

※１
 496,098

営業利益又は営業損失（△） △339,500 9,112

営業外収益

受取利息 1,046 1,065

受取配当金 － 1,766

受取賃貸料 42,334 46,973

持分法による投資利益 △6,746 △13,399

その他 6,102 15,990

営業外収益合計 42,737 52,397

営業外費用

支払利息 2,237 1,900

その他 999 1,281

営業外費用合計 3,237 3,182

経常利益又は経常損失（△） △300,000 58,327

特別利益

固定資産売却益 1,796 1,239

投資有価証券売却益 18,600 －

投資有価証券評価損戻入益 － 2,490

その他 3,191 －

特別利益合計 23,588 3,729

特別損失

固定資産除却損 95 4,520

固定資産処分損 － 20,589

ゴルフ会員権評価損 － 1,750

貸倒引当金繰入額 1,000 －

その他 126 156

特別損失合計 1,222 27,016

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△277,634 35,040
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(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
 至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年７月１日
 至 平成23年９月30日)

法人税、住民税及び事業税 32,188 87,446

法人税等調整額 △142,519 △29,578

法人税等合計 △110,330 57,867

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △22,827

少数株主利益 1,028 2,951

四半期純損失（△） △168,331 △25,778
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
 至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 51,453 421,206

減価償却費 459,457 530,380

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,906 △2,480

退職給付引当金の増減額（△は減少） △242,664 201,820

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △675 △625

受取利息及び受取配当金 △60,795 △51,450

支払利息 7,485 6,565

持分法による投資損益（△は益） △15,364 △5,423

有形固定資産売却損益（△は益） △3,591 △2,441

投資有価証券売却損益（△は益） △18,576 －

売上債権の増減額（△は増加） 894,959 1,038,124

未成工事支出金の増減額（△は増加） 721,742 1,262,246

たな卸資産の増減額（△は増加） △18,233 8,399

仕入債務の増減額（△は減少） △21,249 △782,849

未成工事受入金の増減額（△は減少） △112,287 △260,000

その他 340,709 625,046

小計 1,985,276 2,988,519

利息及び配当金の受取額 60,920 51,485

利息の支払額 △7,730 △6,806

法人税等の支払額 △64,771 △152,797

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,973,695 2,880,400

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △492,746 △141,859

有形固定資産の売却による収入 5,501 5,841

投資有価証券の取得による支出 △132,008 △4,649

投資有価証券の売却による収入 39,942 －

貸付けによる支出 △20,000 △5,200

貸付金の回収による収入 13,934 23,131

無形固定資産の取得による支出 △17,011 △9,120

その他 89,932 △9,256

投資活動によるキャッシュ・フロー △512,455 △141,112

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 84,000 △195,000

長期借入れによる収入 63,607 －

長期借入金の返済による支出 △128,250 △70,219

自己株式の取得による支出 △47,054 △641

自己株式の売却による収入 682 －

配当金の支払額 △218,827 △217,088

少数株主への配当金の支払額 △1,903 △2,827

その他 △25,307 △158,858

財務活動によるキャッシュ・フロー △273,054 △644,634

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,188,185 2,094,653

現金及び現金同等物の期首残高 1,106,523 1,061,997

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,294,708 3,156,651
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日)

該当事項なし。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日)

会計処理基準に関する事項の変更 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関

する当面の取扱い」の適用

　第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計

基準第16号　平成20年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計

処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10日）

を適用している。

　なお、これによる損益に与える影響はない。
 
「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用している。

　なお、これによる損益に与える影響はない。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示している。

　
当第３四半期連結会計期間

(自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目を表示している。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日)

１．棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関して、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっている。

２．固定資産の減価償却費の算定

方法

　固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基

づく年間償却予定額を期間按分する方法によっている。

　なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定する方法によっている。

３．法人税等並びに繰延税金資産

及び繰延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除

項目を重要なものに限定する方法によっている。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に

経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められ

るので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっている。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日)

　該当事項なし。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額は次のとおりであ

る。

減価償却累計額 8,838,269千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額は次のとおりであ

る。

減価償却累計額 8,747,066千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次

のとおりである。

従業員給料手当 581,900千円

賞与引当金繰入額 37,174千円

退職給付費用 67,076千円

役員退職慰労引当金繰入額 32,717千円

役員賞与引当金繰入額 2,963千円

法定福利費 117,906千円

貸倒引当金繰入額 19,980千円

減価償却費 246,346千円

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次

のとおりである。

従業員給料手当 581,295千円

賞与引当金繰入額 45,800千円

退職給付費用 62,705千円

役員退職慰労引当金繰入額 27,668千円

役員賞与引当金繰入額 1,875千円

法定福利費 112,315千円

貸倒引当金繰入額 3,176千円

減価償却費 230,715千円

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次

のとおりである。

従業員給料手当 183,549千円

賞与引当金繰入額 19,633千円

退職給付費用 23,105千円

役員退職慰労引当金繰入額 11,665千円

役員賞与引当金繰入額 1,513千円

法定福利費 38,340千円

貸倒引当金繰入額 △3,790千円

減価償却費 83,036千円

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次

のとおりである。

従業員給料手当 177,110千円

賞与引当金繰入額 29,627千円

退職給付費用 18,715千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,986千円

役員賞与引当金繰入額 625千円

法定福利費 27,434千円

貸倒引当金繰入額 △719千円

減価償却費 77,207千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間

(自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日)
当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日)

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

現金預金勘定 2,274,488千円

有価証券勘定に含まれる
マネー・マネージメント・ファンド

20,219千円

現金及び現金同等物 2,294,708千円

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

現金預金勘定 3,136,508千円

有価証券勘定に含まれる
マネー・マネージメント・ファンド

20,142千円

現金及び現金同等物 3,156,651千円

　

(株主資本等関係)

　

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）及び

当第３四半期連結累計期間(自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,559,918

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,427,134

　
３　新株予約権等に関する事項

該当事項なし。

　

４　配当に関する事項

　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月30日
定時株主総会

普通株式 217,088 ８ 平成22年12月31日 平成23年３月31日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　
建設事業
(千円)

販売事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

6,561,456921,922202,2287,685,607 ― 7,685,607

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

― 953,62114,600968,222(968,222) ―

計 6,561,4561,875,544216,8298,653,830(968,222)7,685,607

営業利益又は営業損失(△) △189,623△1,602 △850 △192,077(147,423)△339,500

　

前第３四半期連結累計期間(自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日)

　
建設事業
(千円)

販売事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

24,462,4463,377,476628,17628,468,098 ― 28,468,098

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― 3,020,03332,8393,052,873（3,052,873） ―

計 24,462,4466,397,510661,01531,520,972（3,052,873）28,468,098

営業利益又は営業損失(△) 185,22360,606△8,192 237,637（442,192）△204,555

　
(注) １　事業区分の方法は、連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分している。

２　各事業区分に属する主要な内容

(1) 建設事業 情報通信工事、土木工事 

(2) 販売事業 OA機器の販売等、情報通信工事用資材の販売、ソフトウェアの開発及び販売に関する事業

(3) その他の事業 不動産関連、警備、運送及びリースに関する事業

３　会計処理の方法の変更

　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期

間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用し、第１四半期連結会計期

間に着手した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工

事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用している。また、同会計

基準及び同適用指針の定めに従い、工事契約について、工事原価総額等が工事収益総額を超過すると見込まれ

る金額を工事損失引当金として計上することとしている。

　なお、損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と工事損失引当金は相殺せずに両建てで表示して

いる。

　これによる当第３四半期連結累計期間の各セグメントへの損益に与える影響は軽微である。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

在外連結子会社がないため、記載していない。

　

前第３四半期連結累計期間(自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日)

在外連結子会社がないため、記載していない。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

海外売上高がないため、記載していない。

　

前第３四半期連結累計期間(自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日)

海外売上高がないため、記載していない。

　

【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

  平成20年３月21日)を適用している。

　

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で、か

つ取締役会が業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものである。

　当社グループは事業の種類別、拠点別に事業活動を展開している。

　当社グループの報告セグメントは各事業等を基礎とし、「建設事業」、「販売事業」及び「不動産関連事

業」に区分している。

　

建設事業

光ファイバーケーブル等屋外通信設備工事、ＩＰネットワーク工事及び移動通信設備工事等の情報

通信工事の設計・施工・保守

　電線共同溝や下水道等の土木工事の設計・施工・保守

　

販売事業

ＯＡ機器及び情報通信工事用資材等の販売、ソフトウェアの開発及び販売

　

不動産関連事業

不動産販売などの不動産取引
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２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他　
(注)１

合計
調整額　　
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３建設事業 販売事業

不動産　
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への
売上高

25,815,2992,475,22081,14028,371,660692,69129,064,351─ 29,064,351

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

─ 2,879,605─ 2,879,60563,9912,943,597(2,943,597)─

計 25,815,2995,354,82681,14031,251,265756,68332,007,949(2,943,597)29,064,351

セグメント利益　
　

549,20438,03847,342634,58528,664663,249(419,265)243,984

(注) １　その他には警備、運送及びリースに関する事業を含んでいる。

２　セグメント利益の調整額419,265千円は、主に各報告セグメントに配分していない提出会社の本社費用である。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他　
(注)１

合計
調整額　　
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３建設事業 販売事業

不動産　
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への
売上高

6,871,385865,202 7207,737,308226,0657,963,374─ 7,963,374

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

─ 946,037 ─ 946,03730,628976,666(976,666)─

計 6,871,3851,811,2407208,683,346256,6948,940,040(976,666)7,963,374

セグメント利益　
　又は損失（△）

91,07149,778△1,269139,5808,250147,831(138,718)9,112

(注) １　その他には警備、運送及びリースに関する事業を含んでいる。

２　セグメント利益の調整額138,718千円は、主に各報告セグメントに配分していない提出会社の本社費用である。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

３  報告セグメントの変更等に関する事項

従来「その他」に含めていた「不動産関連事業」は、第２四半期連結会計期間において量的重要性の基

準に該当したため報告セグメントとしている。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

　 759.21円 　 759.83円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

純資産の部の合計額(千円) 20,890,802 20,903,700

普通株式に係る純資産額(千円) 20,599,615 20,618,891

差額の主な内訳(千円) 　 　

　少数株主持分 291,187 284,808

普通株式の発行済株式数(株) 29,559,918 29,559,918

普通株式の自己株式数(株) 2,427,134 2,423,901

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(株)

27,132,784 27,136,017

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日　至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日　至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 0.66円
　

１株当たり四半期純利益金額 6.91円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 18,037 187,417

普通株式に係る四半期純利益(千円) 18,037 187,417

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 27,190,872 27,134,039

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日　至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年７月１日　至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △6.20円
　

１株当たり四半期純損失金額(△) △0.95円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載していない。

２　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(△)(千円) △168,331 △25,778

普通株式に係る四半期純損失(△)(千円) △168,331 △25,778

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 27,139,076 27,133,015

　

(重要な後発事象)

該当事項なし。

　

２ 【その他】

該当事項なし。

EDINET提出書類

株式会社ソルコム(E00211)

四半期報告書

25/28



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月12日

株式会社ソルコム

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    和　泉　年　昭　    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    尾　﨑　更　三　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ソルコムの平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソルコム及び連結子会社の平成22年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月14日

株式会社ソルコム

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    尾　﨑　更　三　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    髙　山　裕　三    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ソルコムの平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年１月１日から平成23年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソルコム及び連結子会社の平成23年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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